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それらのデータから過去 10 秒間の統計値 (標準偏差，最大値，
最小値，平均値，中央値，最頻値，範囲 (最大値-最小値))を計算
したものを特徴量群 Aとする．特徴量群 Aの iおよび j 番目の
要素を Ai，Aj とし，式 (2)に示すように 2次の線形カーネルを
用いて特徴量を増加した結果を特徴量群 B とする．
Bi = jAi Aj j (2)

















Wa a [m]先の左白線までの距離 pixel
Wb b [m]先の左白線までの距離 pixel
Wc 自車位置の左白線までの距離 pixel













k;k+1 = jtk;k+1   t0k;k+1j (3)
ただし，tは眠気レベルの正解値がレベル kから k + 1に上昇
した時刻，t0 は同様に量子化された推定値が上昇した時刻， は
1;2 と 2;3 の平均を表す．推定結果を図 2 に示す．図中の (a)





を用いることにより  は 362.70秒から 107.00秒へと減少した．
また，(c)に示すように，中央値をフィードバックすることによ
り眠気レベル推定値に生じるノイズを低減できた．
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